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序

彦根市は、琵琶湖東岸の中央部に位置する「城と湖のまち」であります。

城は言うまでもなく国宝彦根城でございますが、これは長年にわたる先人達

の努力で形成されてきた本市の誇る豊富な歴史のシンボルと言えましょう。

また、母なる琵琶湖は私達の生活に欠くことのできない自然そのものであり、

両者は彦根市の心の景観としてかけがえのないものであると同時に、豊かな

人間性を育てる上で欠かすことのできない文化遺産であり生活源でございま

す。

こうした中で当市教育委員会では各種の調査を進めてまいりました。本報

告書は、団体営ほ場整備事業に伴なって実施した葛篭南遺跡発掘調査の結果

をまとめたものであります。本書が彦根市を理解するための手がかりになれ

ば幸であ ります。また、私達の心の中の風景がさらに豊かなものになるため

の一助になればと望むものであります。

最後になりましたが、この調査にご理解を賜り多大なご協力をいただきま

した河瀬土地改良区や地元の方々をはじめ関係各位に対し厚くお礼を申し上

げます。

昭不日63年 3月

彦根市教育委員会

教育長 河 原 保 男



例 口

1.本 書は、彦根市葛篭町に所在する葛籠南遺跡の発掘調査報告書である。

2.本 調査は、河瀬地土改良区の団体営ほ場整備事業に先だち、文化庁・滋賀県の補

助金を受けて実施した昭和62年度市内遺跡調査事業である。

3。 本調査の事務局は次のとおりである。

彦根市教育委員会社会教育課

課   長      安沢  進

課長補佐兼庶務係長  尾本 吉史

文化財係長      国定 信夫

4。 現地調査および整理、報告は社会教育課技師 本田修平が担当した。

5。 現地調査および整理、報告等の作業は次の構成で実施した。

調査作業員 原  弥助 0辻森 敏雄 。若林善五郎 0中尾 芳雄・西村  薫

出口加寿夫・茶木佐一郎・鈴木 千代・亀岡 よし 0若林 佳子

大堤須美子 。吉田 秋子・古川  久・出口美代子 0疋田千鶴子

寺村きみ子・松林 愛子

整理作業員 伏木 和子                 以上 敬称略
6.本 調査で出土した遺物および資料は当教育委員会が保管している。



次

序

例言

1.は じめに……………………………………………………………………………… 1

2.位置 と環境…… … … …… …… … … …… …… …… … …… … … … … ………・2

3.調査の結果………………………………………………………………………………………………………・3

4。 まとめ…………………………………………………………………………・……
・・8

5.出土遺物観察表……… …… ……… …… … ……… …… …… … … … … … ………・10

版 次

図版 1 調査地点と周辺の遺跡………………………………………………………………………………17

図版 2 トレンチ配置図… …… …… … … … … … … … … … …… … … ………・18

図版 3～ 4 遺構図………………………………………………………………… ………………………………・19

図版 5～ 8 出土遺物実測図……………………………………………………………………………………・21

図版 9～ 11 出土遺物写真………………………………・……・…・……・………………・25

図版12～17 遺構写真………………………………………………………………………………………………・28

目

目



1日 は じ め に

河瀬地区土地改良区による葛籠町地域のほ場整備事業は、本年度から工事が開始され

たものであるが、計画面積58ヘクタアールに及ぶもので、最終昭和66年の完工をめざす

事業である。この計画地域の中には、南川瀬南遣跡・葛籠南遺跡・法士南遺跡の 3遺跡

が所在しており、遺跡の取り扱いについては昭和61年度に施工主体である河瀬地区土地

改良区と当市教育委員会で協議し、着工以前に発掘調査を実施することとし、昭和61年

度事業として南川瀬南遺跡が所在する旧中山道以北の地域を発掘調査した。本年度の調

査は、冬期施工のもので、地域的には葛籠南遺跡の所在するところにあたる。このため、

調査は稲刈りが終わるのをまって昭和62年 11月 24日 から実施し、昭和63年 2月 22日 をも

って現地調査を終了した。
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2.位 置 と 環 境

葛籠南遺跡の所在する葛籠町は旧中山道に沿つて広がる集落であり、国道 8号線とJ

R東海道新幹線にはさまれた交通の要地である。

この旧中山道は、宇曽川・犬上川 0芹川の間は、地形が比較的安定した扇状地扇端部

を通つており、古代の街道である東山道とかさなっているものと考えられる。

犬上川に沿つた地域は、その歴史が少なくとも縄文時代後期までたどることができる。

犬上川右岸の福満遺跡では、縄文時代後期平安時代に至る遺物が出土しているが、遺跡が

その期間連続していたわけではなく各時代で断続しており、犬上川の影響が強かったこと

とがうかがわれる。犬上川左岸でも縄文時代晩期の遺物は確認できており、昨年発掘調

査を実施した南川瀬南遺跡ではその包含層をごく一部ではあるが調査した。弥生時代前

期の遺跡はまだ確認できてないが、中期以降になると右岸では福満遺跡、竹ヶ鼻廃寺等で

で後期の遺物が出土しており、左岸では馬場遺跡が中期の集落跡であり、堀南遺跡では

後期の方形周溝墓を 3基検出しており、この他横地遺跡でも遺物が出土している。古墳

時代の右岸の様相は、竹鼻廃寺。福満遺跡等の集落跡および品井戸遺跡で確認できた方形

周溝墓 1基が確認できており、左岸では横地遺跡で集落跡および後期群集墳、堀南遺跡で

住居跡、葛籠北遺跡では後期群集墳を確認している。このように、この地域は古墳時代

になるとかなり開発が進み遺跡の内容もかなり多彩なものになることが知られる。特に

左岸での後期群集墳は、地上での痕跡がない地域で削平されて周溝だけを残したもので、

今後も調査の進展とともに調査例が増えるものと考えられ、かなりの勢力が成長してい

た事とが考えられる。このことは、奈良時代に右岸で竹ヶ鼻廃寺が造営されが造営され

ていた事でもうかがえるし、左岸では甲良町の長畑遺跡で整然と建物等が配置された有

力氏族の居宅跡か地方官衛といわれる遺構が検出されており、また葛籠北遺跡でも集落

跡が確認されている。このことから安定した地形で開発が進み各所に集落が形成されて

いたことがうかがえる。

以上のように大上川流域の旧中山道を中心とする地域は、交通の要所という人文地理

的な環境とあいまって彦根市内においても注目される地域の 1つであるといえる。
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査 の 結 果

葛籠南遺跡は、葛籠町と出町の間で旧中山道より上に広がる農地に須恵器等遺物の散

布地が広がっているもので、県教育委員会が発掘調査を実施している甲良町の長畑遺跡

の北側にあたる。また、遺跡は散布地で遺跡範囲等は不明であつたため、排水路予定地

に 3η2× 3η 2の試掘 トレンチを重機で設定し、その範囲を明確にすることを第一の目標

とした。試掘 トレンチで包含層遺構等が確認できた場合は、その トレンチを中心に拡張

もしくは トレンチの増設をして可能なかぎり遺跡の性格を明らかにすることとして発掘

調査の計画を立てた。調査地は、途中でほ場整備の残事業が生じたため、旧中山道まで

広がり、合計35ヶ 所の トレンチを設定した。このうち、 7号支線排水路に設定した 1～

12ト レンチまでは耕作土、床土等に若干の須恵器片等の遺物は入つているものの第 3層

は砂供層や礫混り土層になり、遺構は確認できなかつた。また、旧中山道側の 6号支線

排水路に設定した26～ 30ト レンチも遺構等は確認できなかった。

以下、遺構が確認できた13～ 16ト レンチを中心に各 トレンチの調査結果について述ベ

ていきたい。

〈13014ト レンチ〉

第 6号支線排水路の葛籠町から県道栖崎・野口線へ抜ける道側に設定した トレンチで、

試掘の時点で須恵器片等の遺物が出土し、溝・ピット等が検出できたため、 トレンチを

拡張して可能な限り面的な調査を実施した。試掘 トレンチのナンバーでは13014ト レン

チとなつていたが上記のとおり拡張したため、結果的には一つの トレンチとなったが、

トレンチナンバーはそのまま13・ 14ト レンチとしたものである。

土層は、耕作土が40ε″ほどあるが、表面から25επほどの所で黄褐色の床土化していた。

第 2層は旧来からの床土で黄褐色粘質土層が約15ε2あ り、第 3層は西側%の部分が黒灰

色砂混り上になるがこの層は東側で極薄いものになる。西側はこの下が遺構面となるが、

東側は第 4層 として茶褐色粘質土層が入り、褐黄色粘質土が地山となり遺構面になる。

この遺構面に隅丸方形の最大80ε″のピットを中心とするピット群・溝・焼土等が検出で

きた。

〈15～ 16ト レンチ〉

13・ 14ト レンチの東側は田面が約40ε″ほど高くなるが、試掘時に第 3層の茶褐色粘質

3日 調
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土層から極少量ではあるが緑釉陶器片や須恵器片等の遺物を確認したため トレンチを増

設した。この地点は、第 4層の褐黄色粘質土層のピット群が見られる遺構面となる。こ

のように遺構が検出できた トレンチは西側から15T015T015T拡張 016T016T拡張

の計 5つの トレンチである。

〈20～ 22・ 31～ 33ト レンチ〉

葛籠町から県道栖崎・野口線に至る道路の西側に伸びる予定の第 8-1号支線排水路

東側の地点である。土層は基本的に15～ 16ト レンチと同様で耕作土約35ε2の下で黄褐色

粘質土の床土が15ε″ほどあり、第 3層の茶褐色粘質土層が25ε″あり、第 4層が褐黄色粘

質土層になる。この第 3層には灰釉陶器片や須恵器片等の若干の遺物を包含していた。

この第 3層は西側に行くほど礫混 りになり、22031ト レンチでは茶褐色礫混り粘質土層

になる。この第 3層 を切り込んで中 1,7ι・深さ40ε″の溝が確認でき、先ず溝を掘 り込ん

だが、その後の清掃の過程で前述した様に、この層が包含層であることが確認できたた

めに第 3層 を掘 り込んだ。この溝の性格は、以前の田に関係のあるものと考えられ、出

土遺物より近世を遡るものではないと考えられる。また、第 4層では遺構は確認できな

かった。

以上、各 トレンチの概要を記したものであるが、次にピットを中心にした遺構について

て記してみたい。

SB-1

13014ト レンチ西端で検出した建物跡で、現状で 1間 ×3間であるが、 トレンチ北側

で広がり桁行 2間で梁行 3間の掘立柱建物跡と考えられる。柱穴は、ほぼ径50ε″の円形

をなし、柱間は桁間 0梁間ともに 2″ιであり、主軸はN-73■ Wである。

SB-2

SB-1と 重複しながら東側約 2,,2の所で検出できた建物跡でSB-1と 同様現状で

は 1間 ×3間の規模を持つが、 トレンチ北側に広がり桁行 2間で梁行 3間の建物と考えら

られる。柱穴はSB-1よ り若干大きめで60ε″前後のもので、柱間は桁行 。梁行ともに

2"2であり、主軸もSB-1と 並行しておりN-73■ Wである。ピットの検出状況でピ

ットの切 り合い等はなく、その時期の前後は不明であるが、SB-1と SB-2は 建物

の規模や主軸が並行することより建て替えと考えられる。

-4-



SB-3

SB-1、 SB-2の 南 17ηの所で検出したもので、現状で 2間 ×2間の総柱の建物

跡であると考えられる。柱穴は径60επ前後のピットで、柱間は
2.5"zあ り、主車由はN-6

-Eを計る。床面積は25,7イあり、今回の調査で確認できた、ただ 1棟の総柱建物跡であ

る。

sB-4

sB-3と 重複 し、 SB-2と 隣接して検出した建物跡で、現状で 1間 ×2間である

が トレンチ南側に伸びるものと考えられ桁行 2間で梁行 3間の規模が予想される。柱穴

は最大60c“であり、柱間は 2間 ×3間の建物として桁間2.5"ι で梁間 2"ιあり、主軸はN

-5グーEを計る。

SB-5

sB-3、 SB-4と 1部重複 しSB-2と 隣接して検出したもので、現状で 2間 ×

2間のものであるが、 トレンチ北側に伸びて桁行 2間で梁行 3間の建物が予想できる。

柱穴は最大60ε″を計 り、柱間は桁間梁間ともに 2"ιであり、主軸はN-24-Eで ある。

SB-6

sB-4の 南側に隣接して確認した建物跡で、現状では 1間 × 1間であるが、 トレン

チ南側に伸びるものと予想される。柱穴は直径 50ε″前後の円形をなし、柱間は
2.5"ι と2

η2で sB-4と 同様の規模を持つことが考えられ、そうすると主軸はN-90°一Wになる

だろう。

SB-7

SB-6の 東側に隣接して確認したもので現状では 2間 ×2間であるが、 トレンチ北

側に伸び桁行 2間で梁行 3間の建物であることが予想できる。柱穴は80c2の 方形 ピット

を中心にしてお り、柱間は桁間梁間ともに 2"2を計 り、主軸はN-33L Eを計る。

SB-8

SB-7と 重複するもので SB-6と 隣接して検出したもので、現打で 2間 ×3間の

建物であり、 トレンチ南倶1に伸びても建物の規模は変わらないと考えられる。柱穴は最

大50ε2の ものであるが、他は30ε″前後であり柱間は桁間2.5"ιで梁間は 2 ηιを計 り、主軸
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はN-88L Wを計り、ほぼSB-6と 並行する。

SB-9

SB-70SB-8の 東側に重複 して確認できたもので、現状では 1間 ×2間である

が トレンチ北倶1に伸びるものと考えられる。しかし、この建物跡は他のものと柱間が若

干異なることから、その規模は不明と言わざるをえない。柱穴は最大60α″の方形ピット

を中心とするもので、柱間は 3″2を計 り、主軸はN-47L Eで ある。

SB-10

SB-8の 南側に接 して検出したもので、現状で 1間 ×2間の規模であるが、 トレン

チ南側に伸び SB-11と の関連から考えれば桁行 2間で梁行 3間の建物跡 と予想される。

柱穴は最大50c〃を計 り、柱間は桁間梁間ともに 2“ 2であり、主軸はほぼ磁北を指 してい

る。                '

SB-11

SB-10と 1部重複 して東側に並行する建物跡で、桁行 2間で梁行 3間の規模を持つ

ものと考えられる。柱穴は50～ 70ε″の不整形な方形をなしてお り、柱間は桁間梁間とも

に 2″ 2で、主軸はほぼ磁北を指し、床面積は24ηヴと考えられる。 SB-10と SB-11は

同規模で同一の方向性を持っているが、ピットの切 り合い等は確認できなかったためそ

の時期の前後関係は不明であるが、建て替えの関係にあると考えられる。

以上、13・ 14ト レンチで検出した建物跡について述べて来たのであるが、この トレン

チではこれ等のピット群より東側では溝が確認できただけである。この事から、 トレン

チ東側の約 15η2は一応建物群は除切れ、この東側の田を一段 (約 40α″)上った所でまた

ピット群が検出できた。

15。 15の各 トレンチでもピットを検出しているが、 トレンチが小さく各ピッ トの関係
を把握するには至らなかった。次に15ト レンチ拡張について記したい。

SB-12

トレンチ北側で検出した建物跡で、現状で 2間 ×2間のものであるが、 トレンチ北側

に伸びて桁行 2間で梁行 3間の建物跡が考えられる。柱穴は最大50c″を計り、柱間は桁

間 2η2で梁間2.3″ιであり、主軸はN-52L Wである。この建物跡は、13014ト レンチで

確認した建物群のそれと柱間等に若干の違いがあり、時期的な相異を示 しているのかも
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知れない。

15ト レンチ拡張は東側で無遺構になり、また16ト レンチでも遺構は検出できなかつた。

この無遺構地帯は約10"ι ほどあり、その東側でまたピット群が検出できたが、この遺構

の分布状況から見てこの地域が遺跡の東端になると考えられる。次に16ト
レンチ拡張の

遺構の状態について記したい。

sB-13

16ト レンチ拡張南側で確認した建物跡で、現状で 1間 ×2間のものであるが、 トレン

チ西側に伸びて桁行 2間で梁行 2間もしくは 3間の規模が考えられる。柱穴は50c2以下

のピットであり、柱間は桁間梁間ともに2.5η 2を計り、主軸はN-63°
一Eである。

この トレンチから東側は地形的に田が段々に高くなるが、地山は礫が混りはじめ、褐

黄色供混 り土に変わり、遺構・包含層ともに確認できなくなり、今回
の調査地域の中で

の遺跡の東限になると考えられる。
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今回の葛籠南遺跡発掘調査では、掘立柱建物跡を総数で13棟検出したが、ほ場整備事

業の排水路予定地という限られた範囲の調査であり、前記した建物跡の他にも面的な調

査を実施すればまだまだ増える可能性がある。この様な非常に制約された中での調査で

あったため、集落全体の建物配置や集落構造まで明らかにするまでには至らなかった。

しかし、今回の調査で確認できた事を以下にまとめて葛籠南遺跡の性格を明らかにして

みたい。

葛籠町付近の地形は東から西にかけて段々に低くなっており典型的な扇状地の地形を

成している。このため、地山は砂礫層から粘質土層まで各種のものがあり、遺跡は粘質

土層の地域に形成されている。また、この地形はあまり安定していなかったと考えられ、

各時期継続して遺跡が形成された所は少ない。この様な地理的条件のもとに葛籠南遺跡

は成立したと思われ、集落は トレンチの両側の舌状台地状の地形に広がっていたと考え

られる。

遺構は、その主要なものが13014ト レンチの約40,72の中に密集した形で確認できた。

この様に密集した中で11棟の掘立柱建物跡が検出できたのであり、SB-30405や

SB-7・ 809の 重複から少なくとも3時期の時間的な巾があったことが知 られるが、

建物跡の密集から考えれば 4時期の時間巾を考えるのが妥当であるだろう。また、 SB
-102や SB-10011の 建物跡は場所を若干移動しただけの建て替えであり、集落内

での建物の建設場所に制約があった事がうかがえる。

次に遺跡が継続した時期は、一応第 3層が包含層になるわけであるがその遺物の出土

量は極少量であり、またピット内からの遺物の出土も限られており非常に限定しにくい

が、須恵器片の他に灰釉陶器片や 1′点ではあるが緑釉陶器片が混っていた。この事より、

ここでは一応大きく奈良時代後半から平安時代にかけての時期に形成された集落跡であ

るとしておきたい。

葛籠南遺跡は当初その遺物の分布状況より、甲良町の長畑遺跡と同一の遺跡になると

考えていたが、今回の調査結果から考えれば別の遺跡とする事が妥当であろう。また、

葛籠北遺跡でも明確な時期は不明であるが、大きくはこの時代であると考えられる掘立

柱建物群を確認しており、長畑遺跡から葛籠北遺跡まで 1加強の距離の中に 3つの集落

が存在した事になり、かなりの密度であった事がうかがわれる。この様な集落の集中は、

一つの集落があまり大きくなかつた事を示していると同時に、この地域の開発がかなり
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進んでいた事を教えてくれる。東山道のこの地域での整備は、この様な歴史を抜きにし

ては考えられないものであり、今後の調査の進展によつては各集落跡相互の構造の解明

からこの地域の歴史を明らかにする事も可能であると考えられる。今後は、以上の様な

視点を持って調査を進めて行く必要があるだろう。
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図版 2 葛籠南遺跡 トレンチ配置図
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図版 3 葛籠南遺跡 13・ 14ト レンチ遺構図
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図版 5 葛籠南遺跡出土遺物実測図
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調査地近影 (東側から)

調査地近影 (南側から)
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調査地近影 (南から)

図版13
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13・ 14丁遺構検出状況



13・ 14T遺構検出状況

13・ 14T遺構検出状況
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13・ 14丁 掘 り込み状況

図版 15
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